
洪水対応演習を実施しました

国土交通省では、本格的な洪水期を前に、全国一斉に「洪水対応演習」を実施しています。こ
の演習は、河川・ダムを対象に水防警報、洪水予報、ダム放流情報等を迅速かつ的確に伝達・連
絡を行い、また被災想定箇所にて応急対策工法の検討と策定等をして実践的な演習を行うことで、
防災対策に万全を期するものです。
今年は５月１５日に実施され、大崎出張所では江合川・鳴瀬川・多田川における状況把握、被

災箇所を想定した情報伝達・連絡等を行いました。
今後も江合川・鳴瀬川沿川の地域の皆様の安心・安全のため、日々活動していきます。

近年の主な洪水発生年月
・平成１４年７月
・平成２７年９月(関東・東北豪雨)
・令和元年１０月(東日本台風)
・令和４年７月

昔に比べて全国でも短時間豪雨が発生する回数が多くなってきています。
また、東北地方でも毎年のように豪雨が起こってきています。
これからの時期は、雨や川の情報には十分注意が必要な時期になります。

大崎出張所管内の出水期（※）について
☂江合川・新江合川 ４月１日～９月３０日
☂鳴瀬川・多田川 ７月１日～９月３０日
※出水期とは大雨で洪水が起こりやすい時期の事です。

大規模な洪水は出水期中に起こっているので
これからの時期は注意が必要なんだ！



ポンプ車、照明車稼働訓練を実施しました

《お問い合わせ》
国土交通省 東北地方整備局 北上川下流河川事務所 大崎出張所

〒989-6111 宮城県大崎市古川鶴ケ埣字鶴田154-3
TEL 0229-22-0336  FAX 0229-22-4695
北上川下流河川事務所ホームページURL:https://www.thr.mlit.go.jp/karyuu/

北上川下流河川事務所の公式SNSも
ぜひご覧ください。

（旧Twitter）

鳴瀬川

1.0m3/秒の排水能力

５月２２日、大江川排水機場にてパッケージポンプ稼働訓練を実施しました。
大江川排水機場は出水時にポンプ(7m3/秒×2基)を稼働させることで、大江川から多田川に排水を行い

内水被害を軽減させる働きを担っています。
訓練では、排水の補助に使用するパッケージポンプ(0.167m3/秒×3基)の排水ホース設置からポンプを

実際に稼働し排水するまでの流れを本番同様に行いました。
訓練を通し気づいたことは職員・作業員で共有し、洪水時に迅速な内水排除対応が出来るよう努めてま
いります。

５月２９日、６月５日に三本木橋下流（鳴瀬川）高水敷で三本木防災ステーション配備している排水
ポンプ車、照明車の稼働訓練を実施しました。
訓練は、排水ポンプ車(排水能力1.0m3/秒)を使用して、ホースやポンプの設置などの一連の排水作業

を行うものです。
５月２９日の訓練では、北上川下流河川事務所の若手職員がポンプ運搬・ホース敷設作業を体験し、

現場の作業を実感する事が出来ました。
作業員は、昨年度の改良点を考慮しながら迅速かつ安全に行えるよう一丸となって作業に取り組みま

した。

大江川排水機場の敷地にある車庫に
パッケージポンプが３台格納されて
います。

多田川

大江川

配備している
ポンプ車は、
２５ｍプール
であれば
約１０分間で
排水可能です。


